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新
興
回
不
況
の
実
相

米
利
上
げ
を
し
の
ぐ
中
国
失
速
の
破
壊
力

米
国
の
ド
ル
金
利
引
き
上
げ
を
契
機
に
、
新
興
国
か
ら
資
本
が
流
出
、
米
国
に
還
流
し
、
中
国
を
は
じ
め
新
興
国
の
株

価
や
為
替
相
場
が
下
落
し
て
い
る
と
い
う
解
説
が
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

な
説
明
だ
。
ブ
ラ
ジ
ル
や
ロ
シ
ア
に
代
表
さ
れ
る
新
興
国
の
不
況
は
、
未
曽
有
の
信
用
膨
張
と
資
源
爆
食
型
の
中
国
の
経

済
成
長
が
失
速
し
た
結
果
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
然
資
源
価
格
の
急
落
が
、
資
源
輸
出
依
存
度
の
高
い
プ
ラ
ジ
ル
や
日

シ
ア
な
ど
の
新
興
国
や
資
源
産
業
を
直
撃
し
、
こ
の
分
野
で
の
過
剰
投
資
が
あ
ら
わ
に
な
り
不
況
を
招
い
て
い
る
の
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
震
源
地
で
あ
る
中
国
で
は
、
か
つ
て
な
い
規
模
の
不
良
債
権
処
理
が
待
ち
受
け
て
い
る
。

『ド
ル
の
過
剰
流
動
性
」と
い
う
誇
張

中
国
を
は
じ
め
新
興
日
経
済
の
失
速
に

伴

っ
た
通
貨
安
や
株
価
下
落
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
解
説
が
メ
デ
ィ
ア
で
流
布
し

て
い
る
．

「太
平
洋
を
は
さ
ん
だ
米
国
に
は
投
資

マ
ネ
ー
が
押
し
寄
せ
る
。
米
利
上
げ
で
ド

ル
の
投
資
魅
力
が
高
ま
り
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
後
の
金
融
緩
和
で
世
界
に
ば
ら

ま
い
た
４
兆

，レ
ド

（約
４
７
０
兆
円
）
の
資

金
が
戻
り
始
め
て
い
る
の
だ

（中
略
）
米

国
発
の
大
景
の
緩
和

マ
ネ
ー
は
世
界
中
の

金
利
を
押
し
下
げ
、
各
国
の
政
府
や
企
業

の
債
務
が
膨
張
す
る
の
を
助
長
し
た
。
中

国
経
済
が
過
剰
債
務
を
抱
え
る

一
国
に
な

る
な
ど
罪
作
り
な
存
在
で
も
あ
っ
た
宍
引

川
文
献
　
デ
ー
タ
①
）

こ
れ
を

一ド
ル
過
剰
流
動
性
説
」
と
呼

ば
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
次
の
２
点
で
か

な
り
に
し
げ
な
解
説
だ
。
第

一
に
、　
了
ネ

ー
は
借
り
る
意
思
と
貸
す
判
断
が
あ

っ
て

初
め
て
増
え
る
も
の
で
あ
り
、
水
道
の
蛇

日
を
ひ
ね
っ
て
水
の
よ
う
に
流
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
米
国
の
疑
的
金
融
緩
和
に
よ

る

マ
ネ
ー
は
、
米
銀
が
連
邦
準
備
銀
行

（Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
に
置
く
当
座
口
金
残
高
と
し

て
積

み
上

が

っ
た
ま

ま
だ
。
実
際
、

２
０
０
９
年
以
降

の
ド

ル
通
貨
供
給
量

（Ｍ
２
）
の
平
均
伸
び
率
は
６
　
５
％
と
、

２
０
０
０
年
以
降
の
長
期
平
均
値
と
は
ぼ

同
じ
水
準
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

急
速
な
債
務
膨
張
伴
った
中
国
の
高
度
成
長

第
二
に
、
新
興
国
の
信
用
膨
張
の
９０
％

以
上
は
、
自
日
の
信
用
膨
張
の
結
果
で
あ

り
、
ド
ル
資
金
は
極
め
て
限
界
的
な
役
割

し
か
果
た
し
て
い
な
い
。
国
際
決
済
銀
行

（Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
中
国

を
含
む
主
要
新
興
回
の
民
間
非
金
融
部
門

の
債
務
残
高
と
過
去
１０
年
間
の
増
加

（倍

率
）
を

一
覧
に
し
た
図
表
―
を
見
て
い
た

だ
き
た
い

（同
０
）
。

１５
年
６
月
末
時
点

の
中
国
の
同
残
高
は
、
ド
ル
換
算
で
ａ

３
兆
ザ
と
他
を
圧
倒
す
る
規
模
だ
。
し
か

し
、
中
国
の
非
金
融
部
門
の
ド
ル
建
て
使

務
残
高
は
１
　
２
兆

ル
ド
弱
で
ぁ
り
、
債
務

全
体
の
５
　
５
％
を
占
め
る
だ
け
で
あ
る
。

龍
谷
大
学
経
済
学
部
教
授

竹
中
正
治

た
け
な
か

ま
さ
は
る
　
７９
年
東
大

経
■

東
京
二
笙
銀
行
（現
ｉ
妻
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）為
■
資
金
部
次
ｋ

満

■
部
次
長
、
ワ
シ
ン
ト
ン

，
在
■
撃

務
所
長
な
ど
を
経
て

”
年
１
月
日

際
通
貨
研
究
所
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト

００
年
４
月
か
ら
現
職
．
１２
年
末
部

人
＋
眸
ｔ
（経
済
学
）
．Ｉ
作
に
「秋
ぐ

●
済
学
〓
光
文
社
）
、
「な
ぜ
人
は
市

場
に
晰
ら
さ
れ
る
の
か
？

，
日
本
●

滸
新
聞
＝
版
Ｉ
）
な
ど
．
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つ
ま
り

「ド
ル
過
剰
流
動
性
説
」
は
ひ
ど

く
誇
張
さ
れ
た
説
な
の
だ
。

ま
た
、
中
国
の
民
間
非
金
融
部
門
の
債

務
総
額
は
過
去
１０
年
で
８
　
５
倍
に
急
膨

張
し
て
お
り
、
突
出
し
て
い
る
。
同
債
務

残
高
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（国
内
総
生
産
）
比
率

（以

下

「債
務
比
率
」
と
呼
ぶ
）
の
推
移
を
示

し
た
も
の
が
図
表
２
で
あ
る
。
右
月
上
が

り
で
上
昇
し
て
い
る
が
、

０９
年
以
降
に
急

角
度
で
上
昇
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

０８

年
１２
月
に
１
１
７
％
だ
っ
た
同
債
務
比
率

は
‐６
年
６
月
の
２
０
１
％
に
急
膨
張
し
た
。

こ
の
中
国
の
急
激
な
債
務
膨
張
を
ど
の
よ

う
に
考
え
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、　
一
般
的
な
原
理
を
確
認
し
て
お

こ
う
。
経
済
成
長
は

一
般
に
債
務
の
増
加

を
伴
う
。
企
業
部
門
は
設
備
投
資
、
家
計

は
住
宅
投
資
な
ど
固
定
資
本
形
成
を
行
い
、

そ
の
多
く
は
債
務

（信
用
）
で
賄
わ
れ
る

か
ら
だ

（金
融
レ
バ
レ
ッ
ジ
）
．
債
務

の

見
合
い
に
有
効
な
資
産
が
増
え
、
所
得
の

増
加
や
資
産
か
ら
の
収
益
で
債
務
が
返
済

可
能
で
あ
る
限
り
問
題
は
な
い
。

し
か
し
、
経
済
成
長
に
伴
う
社
会
の
楽

観
的
な
雰
回
気
は
時
に
行
き
過
ぎ
、
過

剰
な
固
定
資
本
形
成
と
資
産
価
格
の
高

騰
が
起
こ
る
。
こ
れ
が
資
産
バ
ブ
ル
だ
。

た
と
え
バ
ブ
ル
で
あ

っ
て
も
、
旺
盛
な

固
定
資
本
形
成
が
行
わ
れ
て
い
る
限
り
、

そ
れ
自
体
が
需
要
を
生
み
出
す

の
で

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
計
測
さ
れ
た
経
済
成
長
率
は

高
ま
る
。

し
か
し
、
明
ら
か
に
過
剰
な
固
定
資

本
形
成
は
、
最
終
的
に
は
生
産
設
備
の

稼
働
率
の
大
幅
な
低
下
、
あ
る
い
は
投

資
の
配
当
や
賃
料
な
ど
の
リ
タ
ー
ン
の

低
下
を
招
き
、
資
産
価
格
が
下
落
に
転

じ
る
局
面
が
到
来
す
る
。
時
価
評
価
し

た
資
産
価
値
が
低
下
す
る

一
方
、
債
務

は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
返
済
し
な
い
限
り
減

少
し
な
い
の
で
、
企
業
や
家
計
の
時
価

ベ
ー
ス
自
己
資
本

（純
資
産
）
の
減
少
が

始
ま
る
。

つ
ま
り
、
評
価
損
失
の
発
生
で

あ
る
．

そ
の
損
失
増
加
を
食
い
止
め
る
た
め
に

資
産
の
売
却
が
始
ま
れ
ば
、
同
様
の
状
態

に
あ
る
他
の
債
務
者
も
売
り
急
ぐ
の
で
、

売
り
が
売
り
を
呼
ん
で
資
産
価
格
の
急
落

と
な
り
、
債
務
超
過
と
な
っ
た
企
業
や
家

計
は
債
務
の
返
済
が
不
能
と
な
る
。
そ
の

結
果
、
銀
行
を
は
じ
め
信
用
供
与
者
の
不

良
債
権
が
急
増
し
、
信
用
収
縮
、
債
務
者

の
破
綻
、
失
業
者
の
増
加
と
い
う
バ
ブ
ル

の
崩
壊
過
程
特
有
の
現
象
が
続
く
こ
と
に

中

国

バ
ブ

ル
崩

壊

の
現
段

階

中
国
の
現
状
に
目
を
戻
そ
う
。
図
表
２

が
示
す
よ
う
に
、
中
国
の
民
間
非
金
融
部

門
の
債
務
比
率
は
、
２
０
０
９
年
を
境
に

そ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
急
角
度
で
Ｌ
昇
し

て
い
る
。
２
０
０
０

～
０８
年

の
民
間
非

金
融
部
門
の
債
務
残
高
の
伸
び
率
は
平
均

年
率
“
　
６
％
だ
っ
た
が
、

０９
年
以
降
は

２‐
　
７
％
に
加
速
し
て
い
る
．
０９
年
以
降

の
名
日
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
平
均
■
　
９
％

で
あ
り
、
債
務
残
高

の
伸
び

が
名

日

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
約
１０
％
０
も
上
回
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
政
府
の
公
表

す
る
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
０７
年
の
Ｍ

ｌ
％
を
ピ
ー
ク
に
１０
％
割
れ
と
な
り
、

１５

年

に

は
６
　
９

％
ま

で
低

下

し

た
．

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
鈍
化
と
債
務
比
率
の
急

(出PF)Bs 20]5年 6月末時点

モ 1と 日 が 年 債 て ン 崩 キ 強 ツ  な
19債 本 ミ 代 務 い ス 壊 1調 卜 金 る
メ 9務 の ン の の る キ ⌒ に し  融

°

ン 0膨 企 ス 米 膨 ・ 1調 ち た サ レ
ト 年 張 業 キ 国 張 住  整 な 経 イ バ
だ 代 を 部 |バ を 宅 モ

Vん
済 ク レ

つ 初 主 門  ブ 中 口 lに で 学 ル ツ
た 頭 と の モ ル 心 |メ 転

｀
者 と ジ

と が し 不 1で と ン ン じ バ ハ 金 の
言 ミ た 動 メ は じ 形 卜 る ブ イ 融 生
え ン バ 産 ン

｀
た 態

に
局 ル マ の み

る ス ブ 間 卜 072で と 面 の ン 不 出
だ キ ル 連 だ 年 0の 呼 は 形  安 す
ろ |で 投 つ 前 0家 ば ¬成 ミ 定 ク
う  は 資 た 後 0計 れ ミ か ン 性 レ

〈図表2〉日本、米国、中国の各部門別  
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債務残高のGDP比率

中国民間|1金融部門
2009年以降の近似線
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(図表1)主要新興国の民間非金融部門債務残高

民間り1金融J円の償務総額(ドル換算 単位 O軍 ルヽ)
民間非金殷

.l門債務の

対GDP比半

(・・ )

す1金 融8『f:の

トル建て債務総額

(単 位 10億 ,い
2創 6年6月 末

時点

2005年 6月 末

時点

2005年 5月 末

比倍卒

中国 21283 2510 ∞ 10 11お

ブランし 1368 287 48 747 322

ロシア 984 236 42 762 297

インド ]199 319 38 595 ]18

南アフリカ 229 142 ]6 716 34

インドネシア 33] 77 43 401 160

マレーシア 408 161● 25 1367 41

タイ 400 176 27 1220 NA

トリしコ 541 103 53 790 183

メキシヨ 430 206 2] 38e 237

合 計 27254 4222 2570

日本民間

2008年 までの

近似線    ^´

2016222[月 ]金融財政ビジネス 第 3種郵便物認可



膨
張
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
基
準
に
照
ら

し
て
も
長
期
的
に
持
続
不
可
能
だ
。

誤
解
を
避
け
る
た
め
に
補
足
す
る
と
、

債
務
比
率
の
水
準
が
高
い
こ
と
自
体
が
問

題
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
債
務
比
率
が

高
く
て
も
、
見
合
い
と
な
る
資
産
サ
イ
ド

が
健
全
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
か
ら
だ
。

実
際
、
先
進
国
の
民
間
非
金
融
部
門
の
債

務
比
率
は
途
上
国
の
そ
れ
に
比
べ
て
相
対

的
に
高
い
。
こ
れ
は
長
年
の
経
済
成
長
の

結
果
、
債
務
の
見
合
い
に
あ
る
資
産
サ
イ

ド
の
蓄
積
が
進
ん
で
い
る
結
果
だ
。
し
か

し
、
中
国
の
民
間
非
金
融
部
門
の
債
務
比

率
は
、

０９
年
以
降
急
角
度
で
上
昇
し
た
と

同
時

に
、
２
０
１
％
と

い
う
１５
年

の
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
の
水
準
自
体
も
、
主
要
な
先

進
国
、
途
上
国
の
中
で
突
出
し
た
高
水
準

で
あ
る
。

中
国
の
０９
年
以
降
の
債
務
比
率
の
急
上

昇
は
、
リ
ー
マ
ン
　
シ
ョ
ツ
ク
後
の
世
界

不
況
に
よ
る
景
気
後
退
を
同
避
す
る
た
め

の
大
規
模
な
内
需
拡
大
景
気
対
策
の
結
果

で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
景
気
対
策
は
中
央

政
府
の
財
政
支
出
拡
大
も
あ

っ
た
が
、
信

用
拡
大
に
依
存
し
た
地
方
政
府
な
ど
の
公

共
事
業

（固
定
資
本
形
成
）
に
拍
車
を
掛

け
る
形
で
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
債
券
発
行
な
ど
が
規
制
さ
れ

て
い
た
地
方
政
府

は
簿
外
機
関
と
し
て

「融
資
平
台
」
を
使

い
、
銀
行
融
資
と
債

券
発
行
の
双
方
で
資
金
を
調
達
し
、
建
設

投
資
を
推
し
進
め
た
。
融
資
平
台
は
事
実

上
、
地
方
政
府
の
運
営
だ
が
、
形
式
上
は

民
間
非
金
融
部
門
に
分
類
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

ま
た
、
図
表
２
の
銀
行
セ
ク
タ
ー
か
ら

の
信
用

（供
与
）
比
率
と
非
民
間
金
融
部

門
の
債
務
比
率
が
、
２
０
０
０
年
代
以
降
、

特
に
０９
年
以
降
、
後
者
が
前
者
を
上
回
る

形
で
ギ
ャ
ッ
プ
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に

も
注
意
し
よ
う
。
両
者
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
理

め
る
の
が
、
理
財
商
品
と
呼
ば
れ
る
各
種

の
債
券
発
行
の
形
態
を
と
っ
た

「中
国
版

シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
」
で
あ
り
、
ギ
ャ

ッ
プ

の
規
模

は

１５
年
６
月
末
時

点

の

Ｃ
Ｄ
Ｐ
比
率
で
５０
％
と
、
巨
額
な
も
の
と

な

っ
て
い
る
。

パ
ブ
ル
発
生
と
崩
壊
、日
米
と
の
比
較

さ
て
、
以
上
の
中
国
の
状
態
を
過
去
の

日
本
、
な
ら
び
に
米
国
の
過
去
の
バ
ブ
ル

と
そ
の
崩
壊
と
比
べ
て
み
よ
う
。
図
表
２

に
重
ね
て
示
し
た
よ
う
に
、
企
業
部
門
の

債
務
膨
張
を
主
と
し
た
１
９
８
０
年
代
後

半
か
ら
の
日
本
の
バ
ブ
ル
で
は
、
民
間
非

金
融
部
門

の
債
務
比
率

は
∞
年

１２
月

の

１
７
５
％
か
ら
急
上
昇
し
、
シ
年
２
月
に

２
２
１
％
で
ビ
ー
ク
に
達
し
た
後
、
減
少

に
転
じ
２
０
０
４
年
３
月
に
１
７
６
％
と

な

っ
た
。
そ
の
後
は
１
７
０
％
前
後
の
水

準
で
安
定
す
る
。

つ
ま
り
、
債
務
比
率
の

ピ
ー
ク
か
ら
安
定
化
ま
で
の
期
間
を
過
剰

債
務
の
調
整
期
間
と
す
る
と
、

１０
年
弱
か

か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
ま
さ
に
、
日
本
の
バ
ブ
ル
形
成

と
そ
の
崩
壊
を
跡
付
け
る
変
化
だ
。
た
だ

し
、
不
動
産
バ
ブ
ル
の
ビ
ー
ク
は
不
動
産

価
格
に
見
る
限
り
１
９
９
１
年
で
あ
る
が
、

信
用
の
膨
張
が
９４
年
１２
月
ま
で
続
い
て
い

る
。
こ
れ
は
、
銀
行
が
過
剰
債
務
企
業
に

追
い
貸
し
を
し
た
結
果
だ
ろ
う
。

一
方
、
米
国
の
２
０
０
０
年
代
の
バ
ブ

ル
の
主
役
は
、
住
宅

ロ
ー
ン
を
積
み
上
げ

た
家
計
部
門
で
あ
る
。
も
と
も
と
米
国
家

計
の
債
務
比
率
は
穏
や
か
な
上
昇
基
調
だ

っ
た
が
、

Ｏｌ
年
１２
月
の
７４
％
か
ら
０７
年
１２

月
の
ピ
ー
ク
時
９８
％
ま
で
急
上
昇
し
た
。

そ
の
後
低
下
に
転
じ
、

１３
年
６
月
に
Ы
％

と
な

っ
た
以
降
は
８０
％
前
後
で
安
定
し
て

い
る
。

米
国
で
は
、
バ
ブ
ル
の
対
象
と
な
っ
た

住
宅
価
格
の
ビ
ー
ク
は
∞
年
半
ば
で
あ
り
、

債
務
比
率
の
ビ
ー
ク
は
０７
年
２
月
、
そ
の

タ
イ
ム
ラ
グ
は
約
１
年
半
で
あ
る
。　
一
方
、

日

本

の
不

動

産

価

格

の
ピ

ー

ク

は

１
９
９
１
年
、
債
務
比
率
の
ビ
ー
ク
は
９４

年
１２
月
で
あ
り
、
約
３
年
半
の
タ
イ
ム
ラ

グ
が
あ
る
。
こ
の
日
米
の
タ
イ
ム
ラ
グ
の

長
さ
の
違
い
の
原
因
は
何
だ
ろ
う
か
．

一
つ
の
理
由
は
、
日
本
で
は
信
用
の
膨

張
が
銀
行
部
門
の
信
用
供
与
に
依
存
し
て

起
こ
り
、
銀
行
が
過
剰
債
務
企
業
に
追
い

貸
し
を
し
た
結
果
、
タ
イ
ム
ラ
グ
が
長
く

な

っ
た
の
だ
ろ
う
。　
一
方
、
米
国
で
は
過

剰
な
信
用
膨
張
は
伝
統
的
な
銀
行

ロ
ー
ン

で
は
な
く
証
券
化
金
融
市
場
で
起
こ
っ
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
局
面
で
投
資
家
が
証
券
化
金

融
市
場
か
ら

一
斉
に
資
金
を
引
き
上
げ
た

結
果
、
激
発
性
の
金
融
危
機
と
な

っ
た
こ

と
が
タ
イ
ム
ラ
グ
を
短
く
し
た
の
だ
ろ
う
。

さ
て
中
国
の
ケ
ー
ス
に
戻
る
と
、
株
価

の
急
落
の
み
な
ら
ず
、
鉄
鋼
、
自
動
車
、

造
船
産
業
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
米
曽
有
の

過
剰
生
産
能
力

（稼
働
率

の
激
減
）
、
ゴ

ー
ス
ト
タ
ウ
ン
化
し
た
集
合
住
宅
群
や
エ

場
団
地
な
ど
実
体
経
済
面
で
の
バ
ブ
ル
崩

壊
現
象
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
そ
の

一
方

で
、
２
０
０
９
年
以
降
急
増
し
た
民
間
非

金
融
部
門
の
債
務
比
率
は
１５
年
６
月
時
点

ま
で
上
が
り
続
け
て
い
る
。

つ
ま
り
、
日

本
や
米
国
で
見
ら
れ
た
過
剰
債
務
の
調
整

過
程
に
中
国
は
ま
だ
入
っ
て
い
な
い
。
必

要
な
債
務
調
肇
規
模
は
ど
れ
ほ
ど
だ
ろ
う

か
。
仮
に
債
務
比
率
が
０９
年
以
前
の
右
肩

上
が
り
の
ト
レ
ン
ド
線
に
戻
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
た
だ
け
で
も
、
Ｃ
Ｄ
Ｐ
の
５０
％
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と
い
う
過
去
最
人
規
模
の
債
務
処
理
と
な

ウ
０

。

バ
ブ
ル
崩
壊
現
象
は
歴
然
と
し
て
い
る

の
に
、
な
ぜ
債
務
比
率
の
縮
小
が
始
ま
っ

て
い
な
い
の
か
。
こ
れ
は
日
本
と
同
様
に

銀
行
を
中
心
と
す
る
信
用
構
造
に
加
え
、

指
令
経
済
的
な
色
彩
が
依
然
と
し
て
濃
い

中
国
の
金
融
市
場
の
性
格
に
よ
っ
て
債
務

処
理
が
先
延
ば
し
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ

う
。
中
央
か
ら
の
「過
剰
生
産
設
備
整
理
」

の
掛
け
声
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
情
は
中

央

・
地
方
政
府
の
官
僚
、
銀
行
、
債
務
者

大
企
業
が
強
口
な

「利
害
共
同
体
」
と
な

り
、
過
剰
投
資
　
過
剰
債
務
を
抱
え
る
大

企
業
や
融
資
平
台
の
損
失
計
上
や
破
綻
処

理
を
先
送
り
し
て
い
る
の
だ
。

資
源
爆
食
の
終
焉
と
新
興
国
不
況

“

埒

ｍ

。

一

“

刊

こ
の
よ
う
な
中
国
の
急
激
な
国
内
信
用

膨
張
に
支
え
ら
れ
た
バ
ブ
ル
が
対
外
的
に

引
き
起
こ
し
た
の
が
、
中
国
の

「資
源
爆

食
」
に
支
え
ら
れ
た
世
界
的
な
天
然
資
源

価
格
の
高
騰
で
あ
る
。
原
油
を
は
じ
め
と

す

る

主

要

な

天

然

資

源

価

格

指

数

（
↓
す
ｏ
ヨ
∽
ｃ
コ

”
ｃ
Ｃ
″

フ
ヽ

Ｏ
ｃ
「
ｏ

Ｃ
Ｏ
●
■
５
０
０
〓
く
０
”
い
］
Ｘ
の
の
∽
∽
”
の
一Ｃ
『
つ

〓
こ
９
）
と
中
国
の
輸
入
総
額
の
前
年
同

期
比
の
変
化
を
見
る
と
、
２
０
０
０
年
代

以
降
、
プ
ラ
ス
の
高
い
相
関
関
係
が
あ
り
、

相
関
係
数
は
０
　
７５

（最
大
値
は
１
　
０
）
、

説
明
度
を
示
す
決
定
係
数
で
０

５７
だ
（図

表
３
参
照
）
。
こ
れ
は
、
中
国
の
輸
入
額

の
変
化
で
天
然
資
源
価
格
指
数
の
変
化
の

５７
％
を
説
明
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

一
方
、
冒
頭
に
述
べ
た

「ド
ル
過
剰
流

動
性
説
」
か
も
し
正
し
い
の
で
あ
れ
ば
、

ド
ル
建
て
の
天
然
資
源
価
格
指
数
の
変

化
は
ド
ル
の
通
貨
供
給
量
、
あ
る
い
は

名
目
金
利
水
準
の
変
化
と
正
め
相
関
関

ｍ
　
係
が
見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ

い
　
が
皿
″
訃深
い
こ
と
に
　
ド
ル
の
通
貨
供

ｏｓ
　
給
量
と
天
然
資
源
価
格
指
数
の
間
に
は

洲
　
弱
い
な
が
ら
も
負
の
相
関
関
係
が
見
ら

ＢｃＲ
　
れ
る

（
い
ず
れ
も
前
年
同
月
比
変
化
、

雌
　
対
象
期
間
０１
～
“
年
）。
こ
れ
は
、
ド

¨
　
ル
過
剰
流
動
性
説
の
想
定
と
逆
の
関
係

ｕ
　
だ
。

ま
た
、
同
様
に
１０
年
物
米
国
債
の
利
同

り
と
天
然
資
源
価
格
指
数
の
関
係
を
検
証

す
る
と
、
弱
い
正
の
相
関
関
係
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
も
ド
ル
過
剰
流
動
説
の
想
定
と

逆
で
あ
る
。

要
す
る
に
１４
年
後
半
以
降
、
中
国
の
経

済
成
長
率
の
失
速
、
と
り
わ
け
固
定
資
本

形
成
の
急
失
速
に
伴

っ
て
中
国
の
資
源
輸

入
が
激
減
、
そ
れ
が
世
界
の
資
源
価
格
急

落
の
需
要
面
の
主
国
と
な
っ
た
の
だ
。
そ

の
結
果
、

ロ
シ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
資
源

輸
出
比
率
の
高
い
新
興
回
は
１５
年
か
ら
不

況
に
突
入
し
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
ブ
ー
ム
は
劇

的
な
鬱
晟
を
迎
え
た
と
言
え
よ
う
。

長
期
化
す
る
過
剰
債
務
調
整

今
後
、
不
可
避
と
思
わ
れ
る
中
国
の
過

剰
債
務
の
調
整
過
程
で
何
が
起
こ
る
の
か
。

そ
れ
は
、
日
本
や
米
国
で
起
こ
っ
た
こ
と

と
基
本
的
に
は
同
じ
だ
ろ
う
。
恐
ら
く
、

習
近
平
政
権
は
１０
年
、

２０
年
と
い
う
長
期

の
時
間
を
か
け
れ
ば
軟
着
陸
は
可
能
だ
と

考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
私
は
懐
疑
的

で
あ
る
。

過
剰
債
務
の
調
整
と
は
、
結
局
の
と
こ

ろ
経
済
的
な
損
失
負
担
の
問
題
で
あ
り
、

貸
し
た
金
が
回
収
で
き
な
い
と
い
う
事
実

を
前
に
、
債
務
者
、
債
権
者

（含
む
金
融

機
関
）
、
政
府

（納
税
者
）
が
ど
の
よ
う

に
損
失
を
負
担
す
る
か
の
問
題
だ
。
そ
の

過
程
で
債
務
企
業
や
金
融
機
関
の
大
規
模

な
整
理
、
破
綻
、
失
業
者
の
増
加
な
ど
が

不
可
避
だ
ろ
う
。

中
国
国
内
か
ら
の
資
本
逃
避
が

一
層
強

ま
る
恐
れ
も
あ
る
。
年
間
２
０
０
０
億
ノ

を
超
え
る
経
常
収
支
黒
字
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
中
国
の
外
貨
準
備
高
は
ピ
ー
ク
だ
っ

た
‐４
年

の
約
４
兆

ルト
か
ら
１５
年
末

に
は

３
　
３
兆
ず
に
約
７
０
０
０
億

′・
ド
減
少
し

た
。
こ
れ
は
資
本
流
出
に
よ
り
、
人
民
元

相
場
を
現
在
の
水
準
近
辺
で
維
持
で
き
な

く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
．

資
本
逃
避
が

一
層
強
ま
れ
ば
、
１

ルド
＝

７
元
を
超
え
た
元
安
　
ド
ル
一両
も
あ
り
得

よ
う
。
そ
の
場
合
に
は
、
中
国
の
民
間
非

金
融
部
門
の
１
　
２
兆

ル
ド
と
推
計
さ
れ
る

ド
ル
建
て
債
務
か
ら
巨
額
の
為
替
損

（１０

％
の
元
相
場
下
落
で
約
１４
兆
円
相
当
の
損

失
）
も
生
じ
る

（同
０
）
．

国
際
金
融
協
会

（Ｉ
Ｉ
Ｆ
）
の
最
新
推

計
に
よ
る
と

（同
④
）
、
主
要
新
興
諸
国

の
ネ

ッ
ト

資

本

フ

ロ
ー

は

１５
年

に

７
３
５
０
億
ず
と
、
２
０
０
０
年
以
降
で

最
大
規
模
の
流
出
超
過
と
な
っ
た
。
そ
の

う
ち
、
６
７
６
０
億
ｒ
が
中
国
か
ら
の
ネ

ッ
ト
流
出
超
過
で
あ
る
。

以
上
総
合
す
る
と
、

１４
年
後
半
か
ら
顕

著
に
な

っ
た
新
興
国
か
ら
の
資
本
流
出
の

〈図表3〉中国の輸入額と
国際天然資源価樹旨数の変化
(2001/06～ 15/12)
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マ
イ
ナ
ス
金
利

日
銀
か
マ
イ
ナ
ス
企
刊
の
■
人
に
踏
み

り

っ
た
　
■
―――
東
●
――
無
捻
ル
は
　
そ
れ

に
■

，
つ
今
月
３
日
の
計
●
会
で

「金
融

議
和
の
子
法
は
限
り
な
く
あ
る
」
と
Ｉ
語

し
て
い
る
　
●
い
Ｈ
■
檜
我
を
“
し
て
い

る
の
は
■
え
え
え
て
　
演
技
と
し
て
は
典

型
的
な
逆
効
果
で
あ
る

「
限
り
な
く
あ

ろ
一
と
″
わ
ぎ
る
を
件
な
い
ほ
ど
、
■
体

経
済
は
思

い
の
か
な
あ
と
、
■
民
は
考
え

る
か
ら
で
あ
る
．
そ
う
で
な
く
て
も
　
将

来
に
不
安
を
感
し
て
い
る
庶
民
は
消
性
を

抑
え
て
い
る
　
強

い
日
無
総
数
が
■
行
き

の
腋
し
き
を

，

¨
し
た
よ
う
な
も
の
だ
か

ら
　
さ
ら
に
■
４
は

，
控
え
ら
れ
る
に
辻

い
な
い

し
ろ
ん
　
金
融
政
策
は
国
内
経
済
の
状

況
だ
け
で
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
も
政
策
決
定
の
大
き
な
フ
ァ
ク

タ
ー
で
あ
り
　

，
日
、
そ
の
部
分
か
ｒ
祝

さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
．
欧
州
で
は
既
に

マ
イ
ナ
ス
全
ＩＩＩ
が
ヽ

人
さ
れ
て
い
る
　
ア

ジ
ア
で
も
迪
●
が
大
幅
に
ド
著
し
て
　
地

貨
防
衛
的
な
０
孤
引
き
締
め
策
が
　
部
で

実
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
．
例
え
ば
、

イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
は
、
外
資
系
銀
行
を
対
象
と
し

た
０
融
引
き
綺
め
か
行
わ
れ
て
　
そ
の
あ

ら
，
を
■

っ
て
　
日
本
企
業
が

，
１１１
取
引

の
条
件
小
化
に
き
い
な
ま
れ
始

め
て
い
る

そ
う
し
た
タ

ロ
ー
ス
ル
■
市
の
況
乱
か

■
中
●
ヽ
な
っ
て
　
――
人
も

マ
イ
ナ
ス
金
利

に
■
人
し
た
と
い
う
見
方
は
で
き
る
　
だ

が
　
そ
れ
て
も
薔
●
す
る
こ
と
は
虹
し
い

――
彙
が
突
然
　
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
決
定
し

た
の
は
　
い
わ
ゆ
る

一一中
場
に
サ
フ
ラ
イ

ズ

一
を
及
に
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か

確
か
に
、
金
融
政
策
の
変
Ｌ
に

，
７
ラ
イ

ズ
が
よ
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
　
し
か
し
、

度
を
過
ざ
れ
ば
　
そ
れ
は

，
フ
ラ
イ
ズ
で

は
な
く
理
解
不
能
で
あ
る
　
あ
ろ
い
は

ｌｉｌ
か
凍
り
付
く
よ
う
な
恐
怖
で
あ
り
　
心

は
ま
び
の
原
因
に
も
な
る
　
現
に
今
の
と

こ
ろ
　
資
本
市
場
な
ど
で
は
血
液
術
■
の

機
能
が
働
き
に
く
く
な
っ
て
い
ろ
．

日
銀
は
企
触
関
係
者
を
■
め
た
説
明
会

で
「肛
め
て
限
界
的
な
措
置
に
す
ぎ
な
い
一

こ
と
を
強
調
し
た
と
い
う
が
　
そ
の
説
明

は
い
か
に
も
■
拙

で
あ
る
．
「

，
め
て
限

界
的
な
も
の
」
で
何
を
実
現
し
よ
う
と
い

つ
の
か
　
い
わ
ば
　
〓
」
れ
は
形
だ
け
の

こ
と
で
す
か
ら
」
と

¨
い
訳
し
て
い
る
よ

う
に
思

え
る
か
　
既
に
形
だ
け
で
は
洸
ま

な
く
な

っ
て
い
る

‐１‐
‐―‐
給
人
は
し
は
し
ば

一今
は

，
次

几

●
加

の
出

Ｈ
を
議
論
す
る
と
き
で

，

な

い
」
と
■

っ
て
き
た
か
、
恐
ら
く
こ
れ
か

ら
も
同
じ
充

¨
を
は
り
返
す
だ
ろ
う
　
そ

れ
を
凛
―，
返
す
う
ち
に
　
業
■
が
経
過
す

る
か
も
し
れ
な
い
　
二
のヽ
と
き
　
企
利
の

マ
イ
ナ
ス
幅
は
ど
の
■
●
ま
で
払
人
し
て

い
る
の
か
　
確
か
に
、
国
■
の
■
に
限
井

が
あ
る
の
に

，
し
て
　
金
利
に
は
限
外
か

な
い
　
一
晟
ｍ

の
手
法
は
限
り
な

い
一
の

か
も
し
れ
な
い
が
　
そ
れ
に
は
何

一
つ
来

嘔
ら
し
い
こ
と
は
な
い

２

ヽ
メ
ン
年
、　
メ
う
や
く

マ
イ
ナ
ス
企

刊
を
脱
‐――
し
た
と
き
、
若
者
た
ち

，
こ
う

言
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
．

一
へ
え
　
銀
行

に
，

企
す
る
と
刊
■
が

も
ら
え
る
の
か
」

一
Ｆ
七

ロ
ー
ン
を
―――
つ
て
　
な
ぜ
刊
ｔ

を
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
つ
か
つ
一

も
ち
ろ
ん
、

マ
イ
ナ
ス
企
刊
下
で
は
そ

れ
ほ
ど
長
く
社
会
は
――
ち
こ
た
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
　
し
か
し
　
す
ぐ
に
は
出
――
は

訪
れ
ま
い
　
強
気
を
漬
す
る
の
も
結
＝
だ

が
　
少
し
は
悲
■
な
覚
悟
を
見
せ
て
は
じ

い
も
の
で
あ
る

主
要
四
は
　
米
国
の
０
　
５
％
と
い
う
さ

さ
や
か
な
金
利
引
き
Ｌ
げ
な
ど
で
は
な
く
、

■
中
国
の
仕
務
急
膨
張
　
資
源
爆
食
型
経

済
成
長
の
終
馬
●
そ
れ
に
伴
う
資
源
価
格

の
急
落
と
４
源
輸
出
＝
の
景
気
後
退

，
米

国
と
新
興
円
――――
の
■
況
格
■
を
映
し
た
資

金
流
―――
と
ド
ル
高

（新
興
＝
通
貨
＝
場
の

過
大
評
１１１１
の
修
正
）
―
だ
と
言
え
よ
う

そ
し
て
こ
の
後
は
、
バ
ブ
ル
の
■
の
後
始

末
と
し
て
過
剰
仕
務
　
不
良
債
■
の
処
理

と
い
う
フ
ロ
セ
ス
が
、
中
国
て
か
つ
て
な

い
の
規
世
で
待
ち
受
け
て
い
る
．

引
用
文
献

・
デ
ー
タ

●
日
本
経
済
新
聞
記
■
ｌ
月
２３
日

「市

場
波
乱
の
真
相
」
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